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時間が鎖長の 5.9乗に比例する結果が得られた。この指数は先行研究の結果 3.7や理論値 3よりは
るかに大きい。最長緩和時間に対応する緩和モードが最大値、最小値を取るときの高分子の配座を
調べ、高分子の根元部分が周りの高分子と絡まり合っていることを見出している。これは、この緩
和が、高分子濃厚系で知られている「腕の引き込み」的な運動で絡まり合いを解く過程に対応する
ことを示唆している。その場合、最長緩和時間は鎖長に指数関数的に依存し、大きな指数 5.9はそ
の依存性に向かう過渡的な値である可能性がある。環状ブラシの場合、最長緩和時間が鎖長の 3.7
乗に比例する結果が得られ、先行研究の結果 3.5と整合していた。調べた鎖長の範囲では、環状ブ
ラシに絡まり合いは見出せなかった。第 7章では、本論文の結論をまとめている。 
 以上、本論文は緩和モード解析の方法を拡張した多段階緩和モード解析の方法を提案し、[n]カテ
ナン高分子と濃厚高分子ブラシのシミュレーションに適用することで、拘束された高分子系の動的
特徴を明らかにしている。また、提案された多段階緩和モード解析の方法は、今後、遅い緩和を示
す様々な系に適用することが可能な、汎用性の高い時系列の解析方法である。これらの研究成果は、
高分子物理学および統計物理学において基礎的かつ重要な成果である。 
よって、本論文の著者は博士（理学）の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査委員会で試問を行い、当
該学術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
